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超
高
齢
社
会
を
迎
え
、
骨
・
骨
関
節
障
害
を
持
つ
患
者
数
は
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
。
現
状
、
国
内
の

骨
粗
し
ょ
う
症
患
者
は
約
１
２
０
０
万
人
、
変
形
性
関
節
症
患
者
は
約
１
０
０
０
万
人
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
変

形
性
関
節
症
や
リ
ウ
マ
チ
性
関
節
症
な
ど
の
関
節
疾
患
患
者
は
、
人
工
関
節
へ
の
置
換
を
必
要
と
す
る
予
備
群
で

あ
る
。
現
在
、
人
工
股
関
節
や
人
工
膝
関
節
を
含
む
人
工
関
節
置
換
術
の
症
例
数
は
年
間
約

万
例
あ
り
、
人
工

関
節
市
場
規
模
は
金
額
ベ
ー
ス
で
国
内
に
て
１
０
０
０
億
円
程
度
ま
で
膨
れ
上
が
っ
て
い
る
。
人
口
１
万
人
に
占

め
る
人
工
関
節
置
換
術
の
症
例
数
は
い
ま
だ
米
国
の
約
３
分
の
１
で
あ
る
。
国
内
の
人
工
関
節
適
応
患
者
の
理
解

と
人
工
関
節
自
体
の
機
能
向
上
に
よ
り
、
今
後
の
需
要
は
ま
す
ま
す
拡
大
す
る
も
の
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。

長
寿
命
化
、
高
強
度
化
へ
機
能
高
め
、
生
活
の
質
向
上

限
り
な
く
本
物
に
近
く
骨
形
状
に
合
わ
せ
て
作
製

機
能
向
上
で
需
要
拡
大
に
応
え
る
人
工
関
節
最
新
型
か
ら
未
来
型
ま
で
―
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人
工
関
節
の
長
期
臨
床
成

績
は

年
で
約

％
の
生
存

率
と
の
報
告
が
あ
り
、
比
較

的
良
好
で
あ
る
。
た
だ
し
再

置
換
手
術
を
必
要
と
す
る
場

合
も
多
く
、
人
工
関
節
の
寿

命
は
決
し
て
長
い
と
は
い
え

な
い
。
そ
の
上
、
現
状
の
人

工
関
節
は
術
後
の
可
動
域
に

制
限
が
あ
り
、
特
に
若
年
層

へ
の
適
用
に
は
注
意
を
要
す

る
。
さ
ら
に
疾
患
に
よ
る
骨

状
態
に
よ
っ
て
は
、
平
均
骨

格
形
状
に
合
わ
せ
て
設
計
さ

れ
た
人
工
関
節
は
十
分
に
適

合
し
て
い
な
い
。

　
こ
う
し
た
背
景
の
も
と
、

患
者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ

生
活
の

質

を
向
上
す
る
た
め
に
人

工
関
節
の
機
能
向
上
を
目
指

し
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
人
工
関
節
は
大
き
な
力
が

負
荷
さ
れ
る
と
同
時
に
、
作

業
や
ス
ポ
ー
ツ
で
も
た
ら
さ

れ
る
過
度
な
関
節
運
動
に
耐

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
大

き
な
力
の
か
か
る
部
位
で
は

金
属
材
料
や
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス

が
利
用
さ
れ
、摺
動
部
に
は

し
ゅ
う
ど
う

高
分
子
が
一
般
に
用
い
ら
れ

る
。
高
分
子
か
ら
生
じ
る
摩

耗
粉
は
人
工
股
関
節
周
囲
で

の
骨
溶
解
の
き
っ
か
け
と
な

る
た
め
、
酸
化
劣
化
や
摩
耗

を
防
ぐ
工
夫
が
な
さ
れ
て
い

る
。
長
寿
命
化
を
目
指
し
、

酸
化
防
止
に
効
果
の
あ
る
ビ

タ
ミ
ン
Ｅ
の
添
加
や
架
橋
に

よ
る
高
強
度
化
、
最
近
で
は

生
体
軟
骨
を
模
倣
し
た
高
分

子

Ｍ
Ｐ
Ｃ
ポ
リ
マ
ー

を

表
面
に
創
製
し
た
摺
動
部
材

が
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　
荷
重
を
支
持
す
る
金
属
部

で
は
生
体
骨
と
な
じ
み
や
す

く
、
高
い
強
さ
を
示
す
チ
タ

ン
合
金
が
多
く
用
い
ら
れ
て

い
る
。
骨
セ
メ
ン
ト
固
定
を

行
わ
な
い
場
合
で
は
、
周
囲

骨
と
の
固
定
性
を
短
期
間
で

獲
得
す
る
た
め
の
表
面
処
理

が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
究
極
の
人
工
関
節
は
、
人

工
物
で
は
な
く
本
物
の
関
節

と
し
て
あ
た
か
も
振
る
舞

い
、
周
囲
骨
と
同
化
す
る
必

要
が
あ
る
。
そ
の
結
果
、
骨

本
来
の
機
能
を
決
め
る
微
細

な
サ
イ
ズ
で
の
骨
構
造
を
理

解
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。

　
骨
は
主
に
コ
ラ
ー
ゲ
ン
と

ア
パ
タ
イ
ト
粒
子
か
ら
な
る

複
合
材
料
で
あ
る
。
ア
パ
タ

イ
ト
粒
子
は
数
十

程
度

の
サ
イ
ズ
で
、
骨
の
強
さ
を

担
う
。
ア
パ
タ
イ
ト
中
の
原

子
は
六
角
柱
状
に
配
置
し
、

コ
ラ
ー
ゲ
ン
線
維
の
方
向
と

お
お
む
ね
一
致
す
る
た
め
、

人
工
関
節
周
囲
骨
を
適
正
に

維
持
す
る
た
め
に
は
ア
パ
タ

イ
ト
の
配
列
を
制
御
す
る
こ

と
が
重
要
と
な
る
。

　
ア
パ
タ
イ
ト
が
コ
ラ
ー
ゲ

ン
と
と
も
に
、
優
先
的
に
配

列
す
る
度
合
い

ア
パ
タ
イ

ト
配
向
性

は
、
ア
パ
タ
イ

ト
の
存
在
量
に
基
づ
く
骨
密

度
や
骨
の
量
と
は
異
な
る
極

め
て
重
要
な
骨
質
指
標
と
な

る
。
こ
こ
で
骨
質
と
は
、
骨

の
強
さ
を
表
す
た
め
の
骨
密

度
以
外
の
指
標
を
指
す
。

　
図
１
の
よ
う
に
、
ア
パ
タ

イ
ト
の
配
向
性
は
生
体
骨
の

部
位
に
対
応
し
て
大
き
く
変

化
す
る
。
人
工
関
節
を
挿
入

す
る
長
管
骨
で
は
、
長
手
方

向
に
沿
っ
て
ア
パ
タ
イ
ト
が

優
先
的
に
配
列
す
る
。
頭
蓋

骨
で
は
骨
面
内
に
沿
っ
て
２

次
元
的
に
配
列
し
、
歯
を
支

え
る
下
顎
骨
の
歯
冠
真
下
で

は
咀
嚼
方
向
に
配
列
す
る
。

そ
し
ゃ
く

つ
ま
り
、
ア
パ
タ
イ
ト
は
力

の
か
か
る
方
向
に
優
先
的
に

配
列
す
る
こ
と
で
、
骨
を
強

く
し
て
い
る
。

　
未
来
型
の
人
工
関
節
で
は

人
工
関
節
周
囲
の
骨
の
微
細

構
造
、
特
に
ア
パ
タ
イ
ト
の

優
先
配
列
を
崩
す
こ
と
な
く

再
生
・
維
持
、
骨
関
節
機
能

を
再
建
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
元
来
、
人
工
関
節
に
用
い

る
金
属
の
強
さ
は
、
境
界
を

接
す
る
骨
よ
り
も
５
倍
程
度

高
い
た
め
力
学
的
な
信
頼
性

は
高
い
が
、
骨
に
力
が
伝
わ

り
難
い
と
い
う
欠
点
が
あ

る
。
力
を
感
じ
る
セ
ン
サ
ー

と
し
て
骨
細
胞
は
骨
中
に
埋

ま
っ
て
い
る
た
め
、
人
工
関

節
周
囲
で
は
正
し
く
力
を
感

知
で
き
な
く
な
る
。
そ
の
結

果
、
骨
が
溶
解
す
る
だ
け
で

な
く
、
ア
パ
タ
イ
ト
配
向
性

も
変
化
し
、
骨
の
強
さ
は
劣

化
し
て
し
ま
う
。

　
こ
う
し
た
弊
害
を
な
く
す

た
め
に
、
正
常
な
骨
と
同
程

度
の
強
さ
を
持
つ
人
工
関
節

用
金
属
や
高
分
子
材
料
の
開

発
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
同

時
に
、
ア
パ
タ
イ
ト
の
配
向

性
は
力
の
分
布
や
骨
の
疾
患

程
度
に
対
し
て
極
め
て
敏
感

に
変
化
す
る
こ
と
か
ら
、
骨

に
な
じ
む
未
来
型
の
人
工
関

節
を
開
発
す
る
場
合
の
指
標

と
し
て
利
用
で
き
る
。

　
ア
パ
タ
イ
ト
配
向
は
力
の

か
か
る
向
き
に
沿
っ
て
優
先

的
に
形
成
さ
れ
る
。
図
２
に

示
す
よ
う
に
、
骨
と
人
工
関

節
の
境
界
で
は
力
の
向
き
に

応
じ
た
凹
凸
、
溝
、
孔
と
い

っ
た
形
態
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
し
創
製
す
る
こ
と
で
、

周
囲
の
生
体
骨
が
人
工
関
節

を
本
物
の
骨
と
し
て
認
識

し
、
ア
パ
タ
イ
ト
と
コ
ラ
ー

ゲ
ン
を
力
の
向
き
に
並
べ
る

こ
と
が
で
き
る
。
人
工
関
節

と
生
体
骨
が
一
体
化
し
た
瞬

間
と
い
え
る
。

　
患
者
の
骨
形
状
に
合
わ
せ

た
テ
ー
ラ
ー
メ
ー
ド
人
工
関

節
も
作
製
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
光
造

形
の
技
術
に
よ
る
も
の
で
、

金
属
粉
末
を
電
子
線
や
レ
ー

ザ
ー
に
よ
っ
て
焼
結
す
る
こ

と
で
患
者
一
人
ひ
と
り
の
骨

格
形
状
に
合
わ
せ
た
人
工
関

節
を
作
り
出
す
。
こ
の
方
法

は
人
工
関
節
内
部
の
構
造
ま

で
制
御
で
き
、
骨
に
近
い
強

さ
や
衝
撃
吸
収
性
を
持
つ
金

属
製
人
工
関
節
の
実
現
も
夢

物
語
で
は
な
い
。

　
再
生
医
療
技
術
と
の
組
み

合
わ
せ
に
よ
っ
て
早
期
に
関

節
の
機
能
を
取
り
戻
し
、
一

生
涯
機
能
し
続
け
る
、
長
寿

命
で
、
日
常
生
活
に
制
約
の

な
い
究
極
の
人
工
関
節
の
完

成
も
遠
い
将
来
の
話
で
は
な

い
。


